
平成１９年３月期　第３四半期財務・業績の概況(連結)

上場会社名　ＪＵＫＩ株式会社
(URL http://www.juki.co.jp/)

代　　表　　者 代表取締役社長　中村　和之

問合せ先責任者 取締役経理部長　大竹　義博 TEL：(03)3480－1111

１．四半期財務情報の作成等に係る事項
①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有

(内容)

有形・無形固定資産の減価償却の方法 －－－ 年度見込額のうち当四半期分を計上しております。

退職給付引当金 －－－－－－－－－－－－－ 年度見込額のうち当四半期分を計上しております。

②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無

③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有 (連結：新規２社、除外１社)

２．平成19年3月期第3四半期財務･業績の概況(平成18年4月1日～平成18年12月31日)
(1)経営成績(連結)の進捗状況 (単位：百万円未満切捨)

％ ％ ％ ％

14.9 19.0 37.5 20.2

△ 4.2 11.1 3.2 47.6

円 銭 円 銭

(注)

[経営成績(連結)の進捗状況に関する定性的情報等]

主なセグメント別の概況は次のとおりであります。

(工業用ミシン事業)

(家庭用ミシン事業)

最大市場である中国においては、労働市場の変化やクオータ(欧米での繊維製品輸入数量規制)撤廃

13.7％増）となりました。

国内における訪問販売体制の規模縮小に伴う高級コンピュータミシンの売上の減少を代理店向け

当第３四半期のわが国経済は、原油価格や米国景気の動向など不透明感はあるものの、好調な

その他アジア地域も順調に経済成長を続けるなど、当社グループを取り巻く環境は、概して好調に推移

いたしました。

アジア市場が好調に推移し、工業用ミシン事業全体の連結売上高は549億４千７百万円(対前年同期比

同期比15.9％減)となりました。

売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同期増減率を示しております。

1株当たり四半期
(当期)純利益

06 ― ―

18年3月期第3四半期

18年3月期第3四半期

(参考)18年3月期

19年3月期第3四半期

平成19年2月6日
(コード番号：6440　東証第１部)

百万円 百万円

純  利  益
経常利益

四半期(当期)

8,983

売 上 高

107,024

百万円

93,184

9,74310,687 5,209

百万円

営業利益

19年3月期第3四半期

8,890

や海外向けの売上で補うことができず、家庭用ミシン事業全体の連結売上高は69億４百万円（対前年

46 ―

31 ―

124,788(参考)18年3月期

潜在株式調整後1株当たり
四半期(当期)純利益

―

7,088

―

後の緊急輸入制限による産地移動などの影響は見られましたが、インド、バングラデシュなどの他の

4,332

5,369

37

企業収益改善による民間設備投資の拡大などに支えられ堅調に推移しました。また、中国をはじめ

11,266

44

40
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(産業機器事業)

(電子・精密機器事業)

(その他事業)

(2)財政状態(連結)の変動状況 (単位：百万円未満切捨)

％ 円 銭

【連結キャッシュ・フローの状況】 (単位：百万円未満切捨)

[財政状態(連結)の変動状況に関する定性的情報等]

(連結キャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

よるものです。

財務活動によるキャッシュ・フロー
財務活動からのキャッシュ・フローは62億１千５百万円減少しました。借入金の返済などによるもの

です。

営業活動からのキャッシュ・フローは128億６千４百万円増加しました。これは税金等調整前四半期

純利益の計上及び仕入債務の増加、棚卸資産の減少などによるものです。

投資活動からのキャッシュ・フローは51億４千５百万円減少しました。新本社ビル建設用地取得に

関連して28億５千４百万円の支出があった他に、中国・ベトナムの３工場で増築を行ったことなどに

宝飾品・健康商品等の訪問販売による売上減の影響が大きく、その他事業全体の連結売上高は79億

当第３四半期の総資産は、前連結会計年度末に比べ、45億２千９百万円増加しました。これは主に

棚卸資産が21億１千８百万円減少したものの、有形固定資産が40億３千８百万円、現金および預金が

20億３千３百万円増加したことによるものです。また、負債は借入金が49億２千５百万円減少したもの

113,923

△ 6,215

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

27,745

の、支払手形及び買掛金が31億６千９百万円増加したことなどにより７億８千８百万円増加しました。

での売上が好調に推移した結果、産業機器事業全体での連結売上高は243億９百万円(対前年同期

デジタル機器関連市場が好調に推移し、民間設備投資も拡大するなか、わが国や中国など主要市場

４千６百万円(対前年同期比13.0％増)となりました。

12,864 △ 5,145

9,060

現金及び現金同等物
期  末  残  高

(参考)18年3月期

純資産は利益剰余金が40億４千９百万円増加したことなどにより41億６千万円増加しました。

百万円 百万円 百万円百万円

△11,707

営業活動による
キャッシュ・フロー

比59.9％増)となりました。

アミューズメント機器の活発な受注活動などにより、電子・精密機器事業全体の連結売上高は129億

24.4

243 54

03

18年3月期第3四半期 116,534

(参考)18年3月期

11,524

18年3月期第3四半期 7,899 △ 2,737 △ 7,505 8,013

19年3月期第3四半期

170 22

10,485 △ 356

214

19,898 17.1

19年3月期第3四半期 118,453 31,905 26.6

百万円百万円

１千６百万円(対前年同期比20.9％減)となりました。

総 資 産 純 資 産 自己資本比率
1株当たり

純資産

2



３.平成19年3月期の業績予想(平成18年4月1日～平成19年3月31日)

【連結】

(参考)1株当たり予想当期純利益(通期)　52円62銭

【単体】

業績予想の修正はありません。

[業績予想に関する定性的情報等]

なお、上記の予想には、本資料の発表日現在の将来に関する前提・見通し・計画に基づく予測が含ま
れております。世界経済・競合状況・為替の変動等にかかわるリスクや不確定要因により実際の業績は
記載の予想数値と異なる可能性があります。

を踏まえ、上記のとおり修正するものです。

通期の業績予想につきましては、訪問販売体制の規模縮小に伴う影響はあるものの、工業用ミシン
及び産業機器(チップマウンター)などが順調に売上を伸ばしていることから、当第３四半期までの業績

(単位：百万円)

区　　　分 売 上 高 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想 (A) 135,500 10,600 6,000

今 回 修 正 予 想 (B) 139,000 11,500 6,800

増　減　額　 (B)－(A) 3,500 900 800

増　　減　　率　 (％) 2.6% 8.5% 13.3%
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(添付資料)

１．要約四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

期　別 

 科　目

Ⅰ 81,978 79,332 2,645 78,304

12,403 10,369 2,033 9,294

25,112 24,388 724 23,605

38,362 40,480 △ 2,118 40,205

6,099 4,093 2,005 5,199

Ⅱ 36,475 34,591 1,884 38,230

26,006 21,968 4,038 22,303

2,782 2,820 △ 38 2,829

7,686 9,802 △ 2,115 13,097

118,453 113,923 4,529 116,534

Ⅰ 65,881 59,450 6,431 66,693

21,642 18,472 3,169 18,460

30,236 29,627 608 37,441

4,813 4,548 265 4,611

9,189 6,802 2,387 6,180

Ⅱ 20,666 26,308 △ 5,642 29,571

1,300 1,300 ― 1,300

12,518 18,051 △ 5,533 21,301

6,138 6,191 △ 52 6,325

709 765 △ 56 644

86,548 85,759 788 96,265

― 419 ― 370

― 15,950 ― 12,441

― 8,999 ― 5,508

― 5,035 ― 3,999

― 1,147 ― 1,948

― △ 3,344 ― △ 3,959

― △ 43 ― △ 39

― 27,745 ― 19,898

― 113,923 ― 116,534

Ⅰ 33,972 ― ― ―

15,950 ― ― ―

9,000 ― ― ―

9,084 ― ― ―

△ 61 ― ― ―

Ⅱ △ 2,503 ― ― ―

796 ― ― ―

△ 2 ― ― ―

△ 3,298 ― ― ―

Ⅲ 435 ― ― ―

31,905 ― ― ―

118,453 ― ― ―

棚 卸 資 産

そ の 他

金　　額金　　額 金　　額

( 資 産 の 部 )

流 動 資 産

前年第３四半期
平成17年12月31日

増　減

金　　額

当第３四半期 前連結会計年度
平成18年12月31日 平成18年３月31日

固 定 資 産

現 金 及 び 預 金

( 負 債 の 部 )

固 定 負 債

そ の 他

資 産 合 計

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

受 取 手 形 及 び 売 掛 金

社 債

流 動 負 債

支 払 手 形 及 び 買 掛 金

短 期 借 入 金

未 払 費 用

長 期 借 入 金

退 職 給 付 引 当 金

負 債 合 計

少 数 株 主 持 分

そ の 他

( 少 数株主持分 )

資 本 金

資 本 剰 余 金

資 本 合 計

( 資 本 の 部 )

株 主 資 本

負債･少数株主持分･資本合計

利 益 剰 余 金

その他有価証券評価差額金

為 替 換 算 調 整 勘 定

自 己 株 式

( 純 資 産 の 部 )

負 債 及 び 純 資 産 合 計

評価・換算差額等

少 数 株 主 持 分

その他有価証券評価差額金

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益

為 替 換 算 調 整 勘 定

純 資 産 合 計

資 本 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

自 己 株 式
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２．要約四半期連結損益計算書

(単位：百万円)

期　　別 

科　　目

93,184

67,192 62.8 58,039 62.3 78,696 63.1

39,832 37.2 35,144 37.7 46,091 36.9

29,144 27.2 26,161 28.1 34,824 27.9

10,687 10.0 8,983 9.6 11,266 9.0

1,127 1.0 1,074 1.2 1,537 1.2

2,072 1.9 2,969 3.2 3,913 3.1

9,743 9.1 7,088 7.6 8,890 7.1

53 0.1 265 0.3 2,083 1.7

298 0.3 1,229 1.3 3,310 2.7

9,498 8.9 6,124 6.6 7,663 6.1

4,256 4.0 1,760 1.9 2,228 1.8

32 0.0 30 0.0 66 0.0

5,209 4.9 4,332 4.7 5,369 4.3

前年第３四半期

自 平成17年４月１日
至 平成17年12月31日

金  額 百分比

販売費及び一般管理費

売 上 高

売 上 原 価

売 上 総 利 益

営 業 利 益

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

107,024

少 数 株 主 利 益

四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

経 常 利 益

税 金 費 用

特 別 利 益

特 別 損 失

税 金 等 調 整 前
四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

当第３四半期

100.0

％

自 平成18年４月１日
至 平成18年12月31日

百分比金  額
％

100.0

前連結会計年度

自 平成17年４月１日

％

100.0

金  額 百分比
至 平成18年３月31日

124,788
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３．要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

期　　別　

　科　　目

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期 ( 当期 ) 純 利益 9,498 6,124 7,663

減 価 償 却 費 2,600 2,456 3,364

売 上 債 権 の 減 少 額 597 1,480 1,563

棚 卸 資 産 の 増 減 額 2,466 △ 146 557

仕 入 債 務 の 増 加 額 2,934 1,440 1,301

割 引 手 形 の 減 少 額 △ 346 △ 272 △ 632

法 人 税 等 の 支 払 額 △ 1,934 △ 2,614 △ 3,068

そ の 他 △ 2,951 △ 568 △ 264

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,864 7,899 10,485

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △ 6,294 △ 3,648 △ 4,708

有形及び無形固定資産の売却による収入 129 416 714

そ の 他 1,020 494 3,637

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 5,145 △ 2,737 △ 356

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

短 期 借 入 金 の 純 増 減 額 2,289 3,220 △ 3,743

長 期 借 入 れ に よ る 収 入 1,525 4,991 5,184

長 期 借 入 金 の 返 済 に よ る 支 出 △ 8,830 △ 15,194 △ 19,624

社 債 の 発 行 に よ る 収 入 ― ― 6,998

そ の 他 △ 1,199 △ 522 △ 523

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 6,215 △ 7,505 △ 11,707

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 139 432 716

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 1,643 △ 1,909 △ 862

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 9,060 9,923 9,923

Ⅶ 新規連結子会社の現金及び現金同等物の期首残高 820 ― ―

Ⅷ 現金及び現金同等物の四半期末(期末)残高 11,524 8,013 9,060

至 平成18年12月31日 至 平成18年３月31日

金　　額 金　　額

至 平成17年12月31日

金　　額

当第3四半期 前連結会計年度

自 平成18年４月１日 自 平成17年４月１日

前年第3四半期

自 平成17年４月１日
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(事業の種類別セグメント情報)

当第３四半期(平成18年４月１日～平成18年12月31日) (単位：百万円)

工　業　用 家　庭　用 産業機器 電子･精密 消去又
ミシン事業 ミシン事業 事　　業 機器事業 は全社

54,947 6,904 24,309 12,946 7,916 107,024 － 107,024

   高又は振替高

計 55,060 7,476 24,607 13,290 8,097 108,532 (1,507) 107,024

46,671 8,279 21,880 11,778 8,040 96,650 (314) 96,336

8,388 △ 802 2,727 1,511 56 11,881 (1,193) 10,687

各事業の主な製品

(1)工業用ミシン事業 ････ 工業用ミシン

(2)家庭用ミシン事業 ････ 家庭用ミシン

(3)産業機器事業 ････ チップマウンター

(4)電子・精密機器事業 ････ 金融端末機器、アミューズメント機器等

(5)その他 ････ 宝飾品、健康商品、ロストワックス等

前年第３四半期(平成17年４月１日～平成17年12月31日) (単位：百万円)

工　業　用 家　庭　用 産業機器 電子･精密 消去又
ミシン事業 ミシン事業 事　　業 機器事業 は全社

48,307 8,206 15,201 11,459 10,009 93,184 － 93,184

   高又は振替高

計 49,072 8,754 15,554 12,157 10,190 95,729 (2,545) 93,184

41,658 8,709 14,810 10,762 9,835 85,777 (1,577) 84,200

7,414 44 744 1,395 354 9,952 (968) 8,983

前連結会計年度(平成17年４月１日～平成18年３月31日) (単位：百万円)

工　業　用 家　庭　用 産業機器 電子･精密 消去又
ミシン事業 ミシン事業 事　　業 機器事業 は全社

65,475 10,510 21,290 14,799 12,711 124,788 － 124,788

   高又は振替高

計 66,559 11,145 21,728 15,709 12,939 128,082 (3,294) 124,788

57,009 11,221 20,717 13,977 12,696 115,622 (2,101) 113,521

9,549 △ 76 1,011 1,732 242 12,459 (1,193) 11,266

営 業 費 用

売 上 高

(1)外部顧客に対する売上高

344

(1)外部顧客に対する売上高

(2)セグメント間の内部売上

(1)外部顧客に対する売上高

営 業 費 用

売 上 高

連　結

－

４．セグメント情報

そ の 他 計

112 571 298 180

売 上 高

連　結

1,507 (1,507) －

連　結そ の 他

営 業 利 益

698 180 (2,545)2,545
(2)セグメント間の内部売上

764 548

(3,294) －1,083 634 438 910

営業利益又は営業損失(△)

営業利益又は営業損失(△)

227 3,294

営 業 費 用

計

353

そ の 他 計

(2)セグメント間の内部売上
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